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　10 月 28 日に行われたはまゆりマラソン
での一場面。一生懸命走る児童生徒に沿道
の観客らから「がんばれー！ 」と盛んに拍
手が送られました（関連記事 20㌻）
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「
輝き

せ

き石
～
心
を
つ
な
ぐ
～
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
普
代
ス
ク
ー
ル

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
が
10
月
21

日
、
普
代
中
学
校
の
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
は
小
中
一

貫
教
育
の
推
進
の
た
め
に
と
実

施
。
毎
年
そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ
て

い
る
小
学
校
の
学
習
発
表
会
、
中

学
校
の
文
化
祭
を
合
同
で
行
う
と

い
う
初
の
試
み
で
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
普
代
小
の
児
童
と
普
代
中
の
生

徒
が
力
を
合
わ
せ
て
作
成
し
た
シ

ン
ボ
ル
画
を
披
露
し
、
来
場
し
た

約
２
０
０
人
の
保
護
者
ら
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
小
中
合
同

の
合
唱
発
表
や
吹
奏
楽
部
の
演

奏
、
中
学
校
七
頭
舞
同
好
会
に
よ

る
七
頭
舞
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
別
室
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る

バ
ザ
ー
や
小
・
中
学
生
の
作
品
展

な
ど
も
行
わ
れ
、
終
日
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

劇
で
は
、
小
学
校
低
学
年
、
同

中
学
年
、
同
高
学
年
、
中
学
生
の

４
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
児

童
生
徒
が
迫
真
の
演
技
を
披
露
。

笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
４
種
類
の
劇

で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

午
後
に
行
わ
れ
た
中
学
校
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
３
つ
の
学
年
が

美
し
い
歌
声
を
会
場
に
響
か
せ
ま

し
た
。
中
で
も
３
学
年
は
３
年
連

続
で
金
賞
を
受
賞
。
高
い
歌
唱
力

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
開
催
ま
で

の
取
り
組
み
な
ど
の
軌
跡
を
映
像

に
ま
と
め
て
上
映
。
会
場
は
笑
い

と
感
動
に
包
ま
れ
、
初
の
試
み
で

あ
る
普
代
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
は

大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

小
中
全
校
を
合
わ
せ
て
１
６
７

人
。
当
日
の
発
表
な
ど
だ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
ま
で
の
過
程
も
児
童

生
徒
の
大
き
な
力
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ス
ク
ー
ル

フ
ェ
ス
タ
開
催
に
向
け
た
取
り
組

み
の
中
で
、
中
学
生
は
頼
も
し
い

態
度
、
小
学
生
は
中
一
ギ
ャ
ッ
プ

の
解
消
な
ど
、
お
互
い
に
学
び
合

い
、
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
運
動
会
な
ど
で
も
合
同

実
施
の
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。

そ
の
時
、
１
６
７
人
の
こ
の
軌
跡

が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

初の試み、小中　　合同の文化の祭典

普代スクール　 フェスタ2017
輝
石

軌
跡

　　　ローガン「輝石～心をつなぐ～」の狙いにある通

　　　り、一人一人が主人公となった姿が会場の皆さん

の心に伝わり、心が一つになり、素晴らしい一日を過ご

すことができました。この普代小中学生の底力はどこか

ら生まれてくるんだろうか？と考えた時、スクールフェ

スタを通し２つのことを思いました。

　１つ目は子どもたちの心に持つ素直さ、２つ目は見る

人の心からの支えです。地域、保護者の皆さま方に支え

られ、心がつながったときに発揮する皆さんの力、爆発

力は恐らく伝統的な力であり、これが普代小中学生の底

力の源だと思います。

　無限の可能性を感じさせる普代の子どもたち。これか

らのそれぞれの学校生活を充実させ、さらに素晴らしい

小中学校の歴史と伝統を築いてくれるものと期待して

います。

　　　年までの取り組みと異なり戸惑う部分も多々あ

　　　りましたが、たくさんの人の協力もあり、開催

を迎えることができました。普代小、中学校の歴史の

新たな１㌻を迎えることができうれしく思います。

　「輝」く「石」と書いて「輝石」。これまでの取り組

みで、小学生、中学生の一人一人が互いに協力し、磨

き合ってきれいに輝いてくれました。そして、当日は

磨いてきた自分たちに光を与える大切な日。磨き上げ

られた宝石たちは外から与えられた光で一層輝きを増

しました。

　ステージ上の人だけでなく全ての人が協力し、きれ

いに輝いたスクールフェスタ。見る人も真剣に鑑賞し、

素晴らしい演技などを大きな拍手でたたえ、たくさん

の光を与えてくれました。今回の取り組みがますます

の小中連携につながっていけばと思います。

昨ス 　普代小学校

畠山　剛　校長
　普代中学校

角掛　忠浩　校長

普代中学校３年
生徒会長　道下香凜さん
　初めての小中合同の実施で戸
惑うこともありましたが、その
分やれることも増えたと感じま
した。小中の交流もさらに深ま
り、質の高いスクールフェスタ
になりました。

普代中学校３年
生徒会副会長　宮本幸佑君
　大変ではありましたが、小中
学生が「いいものを作ろう」と
協力し、当日に向け準備などを
頑張ってきました。第１回とな
るスクールフェスタを華々しく
飾ることができたと思います。

普代小学校６年
児童会長　高井理

り ひ と

史さん
　初の試みで時間的にも大変で
したが、低学年を引っ張り、中
学生に支えてもらいながら活動
を行えました。中学生になった
ら今回の活動の経験を生かして
いきたいです。

普代小学校６年
児童会副会長　赤坂菊乃さん
　合同実施で中学生との仲がさ
らに深まったと思います。来年
は今回の活動を見てきた５年生
に頑張ってほしいですし、自分
たちも中学生として、小学校の
皆さんを引っ張っていきます。
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❶吹奏楽部の演奏に合わせ、野球部がキレキレのダンスを披露❷中学校七頭舞

同好会の生徒が勇壮な七頭舞を披露しました➌普代小の児童と普代中の生徒が

力を合わせて作成したシンボル画をご覧あれ❹小中合同の合唱なども披露❺❽　　

普代中生が披露した演劇「桃太郎（普代アレンジ）」は笑いあり涙ありの劇❻小

学校５、６年生の児童による劇「義経北行伝説」。村と義経との関わりなども再

現しました❼小学校３、４年生の児童による劇「モチモチの木」。夜トイレに一

人で行くのを怖がる主人公。いつも一緒にトイレに行くおじいさんがある日体

調を崩してしまい…。❾小学校１、２年生の児童による劇「げんきもりもりい

ただきます」。好き嫌いが多い子どもたち。食べ残しされるピーマンやトマト、

なっとうたちを描いた劇

❶

❷

❸

❹

❺
❻❼

❾ ❽

一
つ
一
つ
の
石
の

                    

輝
き
を
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平
成
29
年
度

中
学
生
「
税
に

つ

い
て

の

作

文
」
表
彰
式
が

11
月
４
日
、
自

然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
関
係
者

ら
約
30
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は

19
点
の
中
か
ら

校
内
審
査
を
通

過
し
た
入
賞
者

４
人
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

三
船
雄
三
教
育
長
は
「
校
内
審

査
を
通
過
し
た
作
品
は
、
ど
れ
も

自
分
の
生
活
や
身
の
回
り
の
こ
と

な
ど
と
税
と
の
関
わ
り
を
う
ま
く

ま
と
め
、
中
学
生
ら
し
い
視
点
で

述
べ
て
い
る
力
作
ぞ
ろ
い
で
し

た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
税
に
つ
い
て

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

税
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
養
う
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

優
秀
賞
作
品
は
下
記
、
表

彰
さ
れ
た
人
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

◇
税
の
作
文
▽
最
優
秀

賞　

野
田
口
和わ

か
な奏
▽
優
秀

賞　

大
上
華
穂
▽
特
別
賞　

大
上
詩し

よ
り代

▽
入
選　

赤
坂

愛
夏

（
敬
称
略
※
入
賞
者
は
全

て
普
代
中
３
年
生
）

税についての作文表彰式

中学生４人を表彰 !

　

第
36
回
村
交
通
安
全
村
民
大
会

が
11
月
４
日
、
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
交
通
安
全

協
会
や
シ
ル
バ
ー
部
会
な
ど
、
関

係
者
ら
約
90
人
が
参
加
し
、
飲
酒

運
転
の
撲
滅
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

着
用
な
ど
を
誓
い
、
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
黙
と
う
で
交
通
事
故

犠
牲
者
に
対
す
る
祈
り
を
さ
さ
げ

た
後
、
普
代
小
学
校
６
年
の
高
井

理
史
君
が
県
交
通
安
全
憲
章
を
朗

読
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
久
慈
警
察
署
管
内
の
交

通
事
故
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
話
が
久
慈
警
察
署
の

伊
藤
秀
一
交
通
課
長
を
講
師
に
迎

え
行
わ
れ
ま
し
た
。
伊
藤
課
長
は

「
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
日
没
が
早

く
な
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ラ

イ
ト
の
早
め
点
灯
を

心
掛
け
、
歩
行
者
は

夜
光
反
射
材
を
活
用

し
、
交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
掛
け
て
い
ま
し

た
。

　

大
会
の
中
で
は
第

34
回
村
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
も
行
わ

れ
、
入
賞
者
15
人
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

◇
小
学
校
低
学
年

の
部
▽
最
優
秀
賞　

藤
島
遼
（
普
代
小
３

年
）
▽
優
秀
賞　

太

田
魁
吉
（
同
）
前
川

悠
太
（
同
）
▽
佳
作　

宮
田
曹
史
（
同
）
太

田
ら
ら
（
同
）

　

◇
小
学
校
高
学
年
の
部
▽
最
優

秀
賞　

高
井
理
史
（
普
代
小
６
年
）

▽
優
秀
賞　

澤
口
亞
海
（
同
）
大

上
惟
代
奈
（
同
）
▽
佳
作　

高
屋

敷
咲
南
（
同
）
赤
坂
菊
乃
（
同
）

　

◇
中
学
校
の
部
▽
最
優
秀
賞　

大
上
華
穂
（
普
代
中
３
年
）
▽
優

秀
賞　

大
上
詩
代
（
同
）
太
田
寧

音
（
同
）▽
佳
作　

道
下
香
凜
（
同
）

正
路
歩
音
（
普
代
中
２
年
）

（
敬
称
略
）

事故のない村、みんなの手で�
交通安全ポスターコンクールの表彰も

第36回交通安全村民大会

小学校低学年の部　最優秀賞
３年　藤島　遼君

小学校高学年の部　最優秀賞
６年　高井　理史君

　

私
に
と
っ
て
「
税
」
と
は
あ
ま

り
良
い
印
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
「
税
」
と
聞
い
て
ま
ず
最

初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
消
費
税
」

で
す
。
消
費
税
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
計
算
は
面
倒
く
さ
い
し
、

値
段
が
高
く
な
り
「
こ
の
お
金
は

何
に
使
わ
れ
る
の
だ
ろ
う
」
「
本

当
に
税
っ
て
必
要
な
の
？
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
作
文
を
書
く
に

あ
た
り
、
私
は
税
に
つ
い
て
全
然

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
き
、

調
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
る

と
、
税
の
種
類
は
私
が
想
像
し
て

い
た
数
よ
り
多
く
驚
き
ま
し
た
。

大
量
の
税
金
は
い
っ
た
い
何
に
な

る
の
だ
ろ
う
と
疑
問
に
思
い
さ
ら

に
調
べ
ま
し
た
。
す
る
と
、
道
路

の
建
設
や
修
理
、
お
年
よ
り
の
年

金
な
ど
の
ほ
か
、
警
察
や
消
防
費
、

ゴ
ミ
処
理
費
な
ど
に
も
使
わ
れ
て

い
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
税
金
が

支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
に
よ
く
関
係
し

て
い
る
使
い
道
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
費
で
す
。
私
た
ち
が
い
つ
も

使
っ
て
い
る
教
科
書
、
机
な
ど
は

税
金
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
て
い

て
、
そ
の
た
め
私
た
ち
は
伸
び
伸

び
と
授
業
を
受
け
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
こ
の
事
実
を
知
り
、
普
段

何
げ
な
く
使
っ
て
い
た
物
が
と
て

も
尊
く
感
じ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
１
年
３
月
11

日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
。
あ

れ
か
ら
６
年
が
た
ち
、
復
興
が
進

み
、
街
並
み
は
元
の
よ
う
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
６
年
間
で

進
ん
だ
復
興
。
こ
れ
も
税
金
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。

私
は
こ
れ
は
全
く
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
国
の
お
金
だ
と
は
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の
払
っ
て

い
る
税
金
だ
っ
た
と
は
。

　

身
近
な
使
い
道
を
２
つ
挙
げ
ま

し
た
が
他
に
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
「
税
金
を
も
っ

と
低
く
し
て
ほ
し
い
、
無
く
し
て

ほ
し
い
」
と
思
っ
て
い
た
自
分
が

と
て
も
ば
か
ら
し
く
思
え
て
き
ま

す
。
こ
の
作
文
を
書
い
た
こ
と
に

よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
知
識
を
身
に

つ
け
ら
れ
、
ま
た
、
税
の
大
切
さ

に
も
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
ど
ん
ど
ん
税
に
つ

い
て
興
味
が
湧
き
、
調
べ
て
い
く

と
今
後
の
社
会
に
は
問
題
点
が
た

く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
は
、
進
む
人
口
減
少
と
高

齢
化
社
会
な
ら
で
は
の
問
題
で

す
。
今
後
の
日
本
は
高
齢
者
の
割

合
が
高
く
な
る
一
方
で
若
者
は
減

る
た
め
、
昔
は
お
年
寄
り
１
人
に

つ
き
８
人
ほ
ど
で
支
え
て
い
た
の

に
、
30
年
後
に
は
ほ
ぼ
１
人
で
１

人
を
支
え
な
く
て
は
い
け
な
く
な

る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
は
税
金
が
高
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
他
の
国
と

比
べ
る
と
低
い
で
す
。
消
費
税
だ

け
で
み
る
と
、
日
本
は
８
％
な
の

に
対
し
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
27
％
と

大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
人
口
減
少
が
進
む
と
税
金
は

他
の
国
の
よ
う
に
高
く
な
り
、
生

活
が
苦
し
く
な
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　

国
を
支
え
る
税
金
を
負
担
す
る

の
は
私
た
ち
で
す
。
税
の
使
い
道

に
関
心
を
持
ち
、
考
え
、
生
活
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
こ
と

を
忘
れ
ず
、
税
に
感
謝
し
な
が
ら

生
活
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
暮
ら
し
を
支
え
る
税
」

普
代
中
３
年　

野
田
口　

和
奏

中学校の部　最優秀賞
３年　大上　華穂さん

税の作文で表彰された皆さん（前列）

大会では始めに交通犠牲者への黙とうが行われました

高井君が県交通安全憲章を読み上げ、会場の皆さんは心に刻んでいました

コンクール入賞者と関係者の皆さん 普代中３年  野田口　和奏さん

表彰を受ける大上詩代さん
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首
都
圏
の
村
出
身
者
で
組
織
す

る
ふ
る
さ
と
普
代
会
（
中
野
健
治

会
長
、
会
員
１
７
９
人
）
に
よ
る

「
第
29
回
ふ
る
さ
と
普
代
会
の
集

い
」
が
10
月
22
日
、
東
京
都
の
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
行
わ
れ
、

会
員
と
柾
屋
村
長
や
中
村
裕
村
議

会
議
長
ら
来
賓
を
合
わ
せ
た
約
50

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
中
野
会
長
、
柾
屋
村

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
村
政
策

推
進
室
の
道
下
勝
弘
室
長
が
村
の

近
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。
議

事
で
は
平
成
28
年
度
の
決
算
報
告

や
平
成
29
年
度
の
収
支
予
算
案
な

ど
が
事
務
局
か
ら
だ
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
前
幹
事

長
の
野
崎
和
幸
さ
ん
が
新
会
長
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
の
終
わ
り
に
は
恒
例
と
な
っ

た
普
代
中
学
校
の
校
歌
を
斉
唱
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
年
に
一
度
の

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
、
ふ

る
さ
と
へ
の
思
い
を
募
ら

せ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
30
回
の
節
目
の

総
会
で
現
在
、
地
元
普
代

村
で
の
開
催
を
計
画
中
と

の
こ
と
で
す
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
会
長
…
野
崎
和
幸
▼
副

会
長
…
銭
袋
清
作
、
上
神

田
梅
雄
▼
幹
事
長
…
金
子

得
栄
▼
副
幹
事
長
…
井
本

ま
き
子
、
小
野
真
美
子
▼

幹
事
…
高
橋
美
知
子
、
池

本
ス
ミ
▼
監
事
…
藤
島
正

喜
、
道
上
滋�

（
敬
称
略
）

第
29
回
ふ
る
さ
と
普
代
会

　

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
募
ら
す

最後は万歳三唱で今後ますますの会の発展を願いました

　

「
い
わ
て
普
代

お
で
ん
の
具
（
か

や
き
せ
ん
べ
い
）
」

の
完
成
発
表
会
が

11
月
３
日
、
開
発

し
た
二
戸
市
の
株

式
会
社
小
松
製
菓

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

工

場

兼

店

舗

２ツ

ー

ド

ア

ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
で
行

わ
れ
、
柾
屋
村
長

や
県
北
広
域
振
興

局
の
八
重
樫
局

長
、
村
昆
布
大
使
の
小
野
寺
惠
氏

ら
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
い
わ
て
普
代
お
で
ん

の
具
は
せ
ん
べ
い
汁
用
の
製
品
を

改
良
し
た
も
の
で
、
村
特
産
の
す

き
昆
布
を
刻
み
練
り
込
ん
で
あ
り

ま
す
。
村
を
発
信
す
る
た
め
に
も

商
品
名
を
シ
ン
プ
ル
に
し
、
村
が

Ｐ
Ｒ
す
る
「
普
代
お
で
ん
」
向
け

に
開
発
し
ま
し
た
。

　

柾
屋
村
長
は
「
今
回
開
発
い
た

だ
い
た
商
品
が
普
代
産
コ
ン
ブ
の

消
費
拡
大
に
も
つ
な
が
れ
ば
と
、

大
き
く
期
待
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
普
代
の
元
気
を
ま
す
ま
す
発

信
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
ご
協
力

方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
新
商
品
に
期
待
を

込
め
ま
し
た
。

　

い
わ
て
普
代
お
で
ん
の
具
は
、

１
袋
８
枚
入
り
で
３
２
４
円
（
税

込
）
。
二
戸
市
や
盛
岡
市
の
巖い

わ

手て

屋
直
営
店
で
販
売
し
、
順
次
、
販

売
店
舗
を
広
げ
る
予
定
で
す
。

　　　

村
で
は
東
日
本
大
震
災
以
降
、

消
費
が
低
迷
傾
向
に
あ
る
村
の
特

産
品
「
コ
ン
ブ
」
の
消
費
拡
大
を

図
る
た
め
、
村
漁
協
と
協
力
し
、

小
野
寺
大
使
監
修
の
も
と
「
い
わ

て
普
代
お
で
ん
」
の
開
発
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

小
野
寺
大
使
の
呼
び
掛
け
で
、

小
松
製
菓
さ
ん
に
協
力
い
た
だ

き
、
今
回
の
い
わ
て
普
代
お
で
ん

の
具
（
か
や
き
せ
ん
べ
い
）
が
商

品
化
と
な
り
、
普
代
お
で
ん
が
完

成
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
野
寺
大
使
は
「
関
係
者
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
今
日
と
い
う
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
普
代
の

コ
ン
ブ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

新
商
品
の
完
成
発
表
会
後
、
ふ

だ
い
お
で
ん
の
具
材
が
全
て
完
成

し
た
こ
と
か
ら
、
試
食
会
を
実
施
。

会
場
の
２
ｄ
ｏ
ｏ
ｒ
で
は
普
段
、

チ
ョ
コ
の
匂
い
が
漂
っ
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
こ
の
日
は
普
代
お
で

ん
の
香
り
に
包
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

小松製菓で新商品

普代おでん用に開発

煎
餅
の
商
品
化
で

普
代
お
で
ん
完
成

関係者協力の下、普代おでんの具がついに全て完成しました

普代おでんをご賞味ください

　

第
３
回
久
慈
地
方
森
づ
く
り
大

会
（
村
、
久
慈
地
方
林
業
振
興
協

議
会
な
ど
主
催
）
が
10
月
25
日
、

黒
崎
地
区
和
野
山
の
村
有
林
「
村

民
友
愛
の
森
」
で
開
か
れ
、
コ
ナ

ラ
の
苗
木
７
５
０
本
を
植
樹
し
ま

し
た
。

　

植
樹
祭
は
森
林
の
持
つ
公
益
的

機
能
を
再
認
識
し
、
住
民
の
緑
化

意
識
の
高
揚
と
豊
か
な
郷
土
づ
く

り
の
推
進
を
目
的
に
実
施
し
、
柾

屋
伸
夫
村
長
や
県
北
広
域
振
興
局

の
八
重
樫
一
洋
局
長
ら
約
１
２
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

三
陸
北
部
森
林
管
理
署
久
慈
署

の
署
員
に
作
業
説
明
を
受
け
た

後
、
普
代
小
６
年
生
の
児
童
や
久

慈
東
高
校
環
境
緑
化
系
列
の
生
徒

ら
が
コ
ナ
ラ
の

苗
木
を
植
樹
。
約

０
・
３
㌶
の
伐
採

跡
地
に
穴
を
掘

り
、
成
長
を
願
い

な
が
ら
苗
木
を

丁
寧
に
植
え
付

け
ま
し
た
。

　

植
樹
エ
リ
ア

に
は
ナ
ラ
の
木

が
生
い
茂
っ
て

い
ま
し
た
が
、
数

年
前
に
シ
イ
タ

ケ
の
原
木
と
し

て
伐
採
。
植
樹
し

た
苗
木
は
約
20

年
で
成
長
し
、
原

木
と
し
て
使
用

さ
れ
ま
す
。

　

第
48
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
と
最

高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
の
投
票

が
10
月
22
日
、
村

内
10
投
票
所
で
行

わ
れ
、
村
の
比
例

代
表
選
出
議
員
選

挙
で
の
投
票
率
は

71
・
20
㌫
で
前
回

同
選
挙
の
71
・
28

㌫
を
０
・
８
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
ま
し

た
。

　

地
区
別
投
票
率

で

は
、

茂

市

の

79
・
75
㌫
が
ト
ッ

プ
。
続
い
て
萩
牛

の
78
・
38
㌫
、
太
田
名
部
の
77
・

19
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の

投
票
率
は
59
・
14
㌫
（
男
59
・
82

㌫
、
女
58
・
52
㌫
）
で
前
回
同
選

挙
の
56
・
22
㌫
を
２
・
58
ポ
イ
ン

ト
上
回
り
ま
し
た
。

　

村
で
の
投
票
結
果
は
小
選
挙
区

が
表
１
、
比
例
代
表
が
表
２
の
と

お
り
で
す
。

　

期
日
前
投
票
は
10
月
11
日
か
ら

21
日
ま
で
の
11
日
間
、
役
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票

日
に
投
票
で
き
な
い
人
８
８
３
人

（
男
４
０
８
人
、
女
４
７
５
人
）

が
投
票
し
、
過
去
最
高
の
得
票
数

と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院

議
員
通
常
選
挙
か
ら
選
挙
権
年
齢

の
引
き
下
げ
が
適
用
と
な
り
、
今

回
の
選
挙
で
も
18
歳
以
上
に
選
挙

権
が
与
え
ら
れ
、
高
校
生
の
投
票

な
ど
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
で
の
18
、
19
歳
の
有
権
者
数

は
30
人
（
男
15
人
、
女
15
人
）
。

そ
の
内
、
11
人
が
投
票
（
男
４
人
、

女
７
人
）
し
、
投
票
率
は
33
㌫
で

し
た
。
昨
年
７
月
の
参
院
選
の

42
・
55
㌫
を
９
・
55
ポ
イ
ン
ト
下

回
り
ま
し
た
。

村の投票率は 71・20㌫
前回を０・８ポイント下回る

期
日
前
投
票
は

過
去
最
高
８
８
３
人

18
、
19
歳
は

11
人
が
投
票

久
慈
地
方
森
づ
く
り
大
会

　

森
づ
く
り
誓
い
、コ
ナ
ラ
植
樹

衆議院小選挙区（岩手第２区）選出議員選挙
当落 候補者名 党  名 普代村 岩手県

畑　こうじ 希  望 620 98,842
〇 すずき　俊一 自  民 1,082 129,884

【表１】

衆議院比例代表（東北選挙区）選出議員選挙
政党などの名称 普代村 岩手県
公 明 党 243 54,680
維 新 の 会 20 14,990
日本のこころ 14 5,399
社 会 民 主 党 18 20,470
日 本 共 産 党 39 53,604
幸 福 実 現 党 12 4,051
自 由 民 主 党 731 191,440
希 望 の 党 447 148,425
立 憲 民 主 党 136 120,539

【表２】

大切な一票を投じる有権者の皆さん

成長を願いながら植樹する普代小６年生の児童たち
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平成 29 年度普代村文化祭
　

平
成
29
年
度
普
代
村
文
化
祭
が

11
月
４
、
５
日
の
両
日
開
催
さ
れ
、

村
社
会
体
育
館
に
村
内
の
各
芸
術

団
体
や
個
人
が
丹
精
を
込
め
て

作
っ
た
作
品
な
ど
が
並
ん
だ
ほ

か
、
外
の
駐
車
場
で
村
内
各
商
店

の
出
店
な
ど
が
行
わ
れ
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

１
日
目
に
は
社
会
体
育
館
の
駐

車
場
で
親
子
木
工
体
験
教
室
を
実

施
。
参
加
し
た
24
組
の
親
子
ら
が

協
力
し
て
木
板
を
く
ぎ
で
打
ち
付

け
合
わ
せ
た
り
、
色
を
塗
っ
た
り

し
て
子
ど
も
用
の
イ
ス
を
作
り
上

げ
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
は
社
会
体
育
館
で
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
９
団
体
の

発
表
に
観
客
ら
は
盛
ん
に
拍
手
を

送
り
ま
し
た
。

　

洋
野
町
か
ら
は
角
浜
駒
踊
り
が

参
加
。
同
日
は
同
町
で
も
出
演
依

頼
が
あ
り
、
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
角
浜
小
学

校
の
児
童
ら
が
太
鼓
や
鐘
な
ど
の

お
は
や
し
に
合
わ
せ
、
軽
快
な
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
は
年
少
か

ら
年
長
組
ま
で
の
園
児
が
ダ
ン
ス

な
ど
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
。

保
護
者
ら
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
な
ど

で
子
ど
も
た
ち
の
晴
れ
姿
を
お
っ

て
い
ま
し
た
。

１

４

６

５

７

８

９

①保護者と力を合わせて親子木工体験教室②車の荷台から威勢よく餅やお菓子

がまかれます③木工体験教室では助け合う姿が多々みられました④社会体育館

には各種団体などの作品がずらり⑤洋野町からは角浜駒踊りが参加⑥普代小１

年生の児童はスクールフェスタで披露した劇の続編を披露⑦子ども園の園児は

年少から年長組までの園児が元気いっぱいのパフォーマンスを披露⑧てぼかい

合唱団の美しい歌声が会場に響きます⑨チアダンスチーム Shinys がチアダン

スを披露⑩ふだい荒磯太鼓のメンバーが一糸乱れぬばちさばきを披露します⑪

次々と繰り広げられるステージ発表に拍手喝采！

２

３

10

11
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舞の伝承を
続ける生徒

ら

本はともだち
◆
幼
児
～
小
学
生
向
け

　

ツ
リ
ー
さ
ん
の
も
と
に
、
た
く

さ
ん
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
が
あ
つ
ま

り
、
ど
ん
ど
ん
に
ぎ
や
か
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

で
も
な
に
か
た
り
ま
せ
ん
。
ツ

リ
ー
さ
ん
と
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
が
く

び
を
か
し
げ
て
い
る
と
…
。
み
ん

な
で
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！

（
講
談
社
）

図書室へ
　　行こう！

◆
小
学
生
～
中
学
生
向
け

　

ヨ
ー
ス
ケ
は
ち
か
ら
が
よ
わ
か

っ
た
。
ヨ
ー
ス
ケ
は
は
し
る
の
が

お
そ
か
っ
た
。
ヨ
ー
ス
ケ
は
さ
ん

す
う
が
に
が
て
だ
っ
た
。

　

ヨ
ー
ス
ケ
は
、
な
ん
で
も
ぼ
く

ら
の
い
う
と
お
り
に
し
た
。
そ
れ

で
も
ヨ
ー
ス
ケ
は
、
い
つ
も
ぼ
く

ら
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
。（

童
心
社
）

普代村図書室

★

はまゆり子ども園

普代中 普代小

普代村役場
至
宮
古
→

★普代村図書室
開室時間：午前９時～午後５時
�休 室 日 ：毎週月曜日　
電話・FAX： 36-1044

『
み
ず
い
ろ
の
マ
フ
ラ
ー
』

『
ツ
リ
ー
さ
ん
』

　「これからもよろしくお願いします」と笑
顔を見せる野崎さん。

　友達の友達は…みんな友達。そんな思いを
込めて自分の友人知人をリレーで紹介するマ
イフレンドコーナー。今月は普代分署の野崎
祐太さん (23) です。

マイフレンド  Vol.112M Y
F R I E N D

新
井　

洋
行

く
す
の
き　

し
げ
の
り

「七頭舞をいつまでも」

　

七
頭
舞
同
好
会
が
舞
う
中
野
流

鵜
鳥
七
頭
舞
は
、
五
穀
豊
穣
や
家

内
安
全
、
大
漁
な
ど
を
祈
願
し
て

舞
う
も
の
で
「
先
打
ち
」「
谷
地

払
い
」「
薙な
ぎ
な
た刀
」「
太た

ち刀
」「
杵き
ね
」「
小

鳥
」「
サ
サ
ラ
ス
リ
」
の
７
種
類

の
道
具
が
あ
り
、
こ
れ
が
七
頭
舞

の
語
源
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
舞
の
種
類
も
「
道
具
取

り
」「
横
跳
ね
」「
チ
ラ
シ
」「
戦
い
」

「
ツ
ッ
ト
ウ
ツ
」「
み
あ
し
（
鳥
居

掛
か
り
）」「
道
具
納
め
」
の
７
つ

に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

こ
か
ら
も
七
頭
舞
の
意
味
が
う
か

　

普
代
中
学
校

（
角
掛
忠
浩
校
長
、

生
徒
62
人
）
の
生

徒
数
名
で
組
織
す

る
普
代
中
学
校
七

頭
舞
同
好
会
。
現

在
14
人
の
会
員
が

所
属
し
て
い
て
、

中
野
流
鵜
鳥
七
頭

舞
の
伝
承
を
行

い
、
郷
土
愛
や
伝

統
を
重
ん
じ
る
精

神
な
ど
を
育
ん
で

い
ま
す
。

が
わ
れ
ま
す
。

　

伝
承
を
続
け
る
中

野
流
鵜
鳥
七
頭
舞
で

す
が
、
最
近
に
な
っ

て
舞
い
手
と
演
者
の

後
継
者
問
題
や
け
い

こ
が
部
活
動
に
与
え

る
影
響
な
ど
の
問
題

が
深
刻
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
村
で
は
、
活
動
の

活
性
化
と
継
続
を
推
進
し
、
七
頭

舞
を
継
承
し
、
後
世
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
な
ど
を
目
的
に
「
中
野

流
鵜
鳥
七
頭
舞
育
成
会
」
を
結
成

し
ま
し
た
。

　

同
会
の
角
掛
忠
浩
会
長
（
普
代

中
校
長
）
は
「
今
は
舞
が
メ
イ
ン

の
育
成
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
卒
業
生
ら
の
指
導
な
ど
を
い

た
だ
い
て
、
お
は
や
し
の
育
成
も

行
い
、
自
力
で
も
活
動
で
き
る
団

体
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と
目

標
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

中学校七頭舞同好会

普代村13－12－8　TEL・FAX 35－2561

沢口畳店

畳工事一式、内装工事、ふすま・障子・屏風張替

　 沢口畳店

『
伸
び
伸
び
と
プ
レ
ー
し
て
ま
す
』

　

久
慈
の
高
校
を
卒
業
後
、
久
慈

広
域
連
合
に
就
職
し
た
野
崎
祐
太

さ
ん
。野
田
分
署
に
３
年
勤
務
し
、

今
年
の
４
月
か
ら
普
代
分
署
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
野
田
村
の
野

崎
さ
ん
。「
配
属
当
初
は
地
理
を

覚
え
る
の
が
大
変
で
し
た
。
半
年

以
上
が
た
ち
慣
れ
て
は
き
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
上
司
に
頼
っ
て
い

る
部
分
も
あ
る
の
で
努
力
を
続
け

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
野
崎
さ
ん
に
普
代
の
印

象
を
聞
く
と「
消
防
団
の
方
な
ど
、

村
民
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
『
い

い
人
ば
か
り
い
る
』
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
」と
の
こ
と
。

「
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
い
ろ

い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
た
今
で
も
、
小

学
生
の
時
か
ら
続
け
て
い
る
野
球

に
熱
中
す
る
野
崎
さ
ん
。
複
数
の

社
会
人
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
11
月

５
日
に
行
わ
れ
た
県
大
会
に
も
出

場
し
、
準
優
勝
と
い
う
成
績
を
残

し
ま
し
た
。

　
「
勝
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
が
、

勝
ち
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
伸
び
伸
び

と
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
続
け
ら
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
頑
張
れ
る
う
ち
は
選
手
と
し

て
楽
し
み
な
が
ら
プ
レ
ー
し
た
い

で
す
」
と
今
後
も
野
球
を
続
け
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

…
… 

Ｑ
＆
Ａ 

…
…

―
休
み
の
日
は
。

　

好
き
な
こ
と
を
や
り
、
自
由
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。

―
時
間
と
お
金
が
あ
っ
た
ら
し
て

み
た
い
こ
と
は
。

　

い
ろ
ん
な
地
を
め
ぐ
り
、
い
ろ

ん
な
お
酒
を
堪
能
し
た
い
で
す
。

―
村
へ
一
言
。

　

普
代
に
配
属
さ
れ
た
ば
か
り
で

村
民
の
皆
さ
ん
と
は
長
い
付
き
合

い
に
な
る
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
！

村内外のイベントで躍動する七頭舞同好会の皆さん（左＝平成 29 年度普代ま
つり、右＝平成 29 年度普代村文化祭）

軽乗用車 軽トラック ライトバン 1.5ｔトラック 10人乗りワゴン

㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132㈲ガレージナカタ 普代村 23−22−43  TEL 35−3132

レンタカー始めました�
　 お気軽にご相談ください

軽自動車は10分 100円（税別）で必要な時間だけ利用できます。 ●営業時間  昼 : 11：30～13：30（要予約）　夜 : 18：00～23：00
●定 休 日  昼 : 日曜日・月曜日　　　　 夜 : 日曜日
普代村中央区  電話 35−2313  携帯 090−5833−1637
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365

はやとくん
（はまゆり子ども園さくら組）

　

次
の
２
つ
の
問
題
を
読
み
、
３

つ
の
答
え
の
中
か
ら
正
し
い
も
の

を
選
び
、
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
①
は
３
㌻
か
ら
、
②
は

８
㌻
か
ら
の
出
題
で
す
。

　

①
普
代
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
は
、
全
校
で
合
わ
せ
て
何
人
で

し
ょ
う
？

　

Ａ　

67
人　

Ｂ　

１
６
７
人　

Ｃ　

２
６
７
人

広
報
ク
イ
ズ

　

山
火
隊
員
に
無
理
を
言
い
、
任

期
満
了
が
12
月
末
な
の
で
、
２
カ

月
続
け
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
駄
文
で
す
が
最
後
ま
で
お
付

き
合
い
く
だ
さ
い
。

　

私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
普
代
に
着
任
し
て
か
ら
３
年
が

た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
当
に

た
だ
た
だ
早
い
で
す
。
縁
も
ゆ
か

り
も
な
い
普
代
に
来
た
当
初
は
、

ど
ん
な
人
た
ち
が
い
る
の
か
不
安

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
１
月
か
ら
の
着
任
で
し

た
が
、
正
月
休
み
の
中
、
担
当
係

長
に
出
迎
え
て

い
た
だ
き
、
初

日
か
ら
親
切
に

し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
普
代

に
来
た
当
初
は

ス
キ
ン
ヘ
ッ
ド

に
し
て
い
た
た

め
、頭
が
寒
く
、

カ
ツ
ラ
を
か
ぶ

り
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

す
る
と
「
面

白
い
奴
だ
な
」

と
、
飲
み
会
の

場
で
カ
ツ
ラ
で

遊
び
、
カ
ツ
ラ

が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
に
な
り

「
懐
の
大
き
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
№
31

　

村
へ
き
て
３
年

人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
な
ぁ
」

と
い
う
印
象
が
と
て
も
強
く
残
っ

て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
こ
の
ネ
タ
は
、
村
外

に
行
っ
た
際
、
普
代
の
よ
さ
を
話

す
と
き
の
鉄
板
ネ
タ
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
笑
）

　

面
白
い
奴
だ
な
と
弄
っ
て
も
ら

え
た
私
で
す
が
、
私
か
ら
し
て
み

れ
ば
普
代
は
、
面
白
く
魅
力
的
な

場
所
で
す
。

　

後
編
（
来
月
号
）
へ
続
く
。

　

②
衆
院
選
の
比
例
代
表
選
出
議

員
選
挙
で
の
村
の
投
票
率
は
何
㌫

で
し
ょ
う
？

　

Ａ　

71
・
20
㌫　

Ｂ　

81
・
20

㌫　

Ｃ　

91
・
20
㌫　

　
【
応
募
方
法
】
は
が
き
に
答
え
、

郵
便
番
号
、
住
所
（
地
区
名
）、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
世
帯
主
の

名
前
、
電
話
番
号
を
書
い
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
は
が
き
に

広
報
ふ
だ
い
の
感
想
、
ご
意
見
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
書
い
て
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　
○
あ
て
先
…
〒
０
２
８-

８
３

９
２ 

普
代
村
９-

13-

２　

普
代

村
役
場　

広
報
ク
イ
ズ
係

　
○
締
め
切
り
…
12
月
11
日︵
月
）　

当
日
消
印
有
効

　
○
10
月
号
の
答
え
…
①-

Ａ　

②-

Ｂ

　
○
応
募
総
数
…
４
通
で
４
人
が

正
解
で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次

の
３
人
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

当
選
者
…
①
大
坪
楓
く
ん
（
久

慈
市
・
２
歳
）
②
滝
澤
き
ら
ら
さ

ん
（
久
慈
市
・
８
歳
）
③
滝
澤
ひ

び
き
く
ん
（
久
慈
市
・
６
歳
）

滝澤きららさん
（久慈市・８歳）

パ
ン
ダ
の
パ
ン
ち
ゃ
ん
！
○広  

観光センターがリニューアル！

オープン記念イベントを開催

と　き：11 月 23 日（木）10：00 ～
ところ：復興ふれあい広場内（普代駅前）
　普代村観光センター施設のリニューアルオープン
を契機に、上記の日時に記念イベントを行います。
村内各商店の出店や郷土芸能の披露などを行います
ので、ご近所お誘いあわせの上、ぜひご参加くだ
さい。お問い合わせなどは役場政策推進室（☎ 35-
2114）まで

し
も
や
ち
は
や
と
く
ん
（
下

谷
地
颯
人
、
６
歳
）
か
ら
父
・
孝

輔
さ
ん
、
母
・
京
子
さ
ん
へ

　

お
と
う
さ
ん
は
み
て
る
と
か
お

が
か
っ
こ
い
い
ん
だ
よ
。
た
の
ん

だ
こ
と
を
す
ぐ
や
っ
て
く
れ
る
し

や
さ
し
い
よ
。
さ
っ
か
ー
と
か
や

き
ゅ
う
と
か
あ
そ
ん
で
く
れ
る
ん

だ
。
か
く
れ
ん
ぼ
と
か
お
に
ご
っ

こ
を
も
っ
と
や
り
た
い
な
。
い
つ

も
し
て
い
る
ま
っ
さ
ー
じ
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
る
ね
！

　

お
か
あ
さ
ん
は
か
わ
い
く
て
い

つ
も
げ
ー
む
を
さ
せ
て
く
れ
る
ん

だ
。
お
か
あ
さ
ん
も
お
と
う
さ
ん

も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
も
だ
ん
す
を
み
て
く
れ
る
ん

だ
。
か
れ
ー
が
お
い
し
い
か
ら

も
っ
と
つ
く
っ
て
ほ
し
い
な
。
こ

れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
い
っ
し
ょ
に

あ
そ
ん
で
ね
！

大漁祈願 ＼ （^ O ）^／
＊ OPEN  19:00~
＊ CLOSE  SUNDAY
＊ TEL  0194 − 35 − 3625
	 080 − 1875 − 1408

中央区　上神田精肉店（☎35-2210）　
年中無休！8:00 から 20:00 まで

細胞レベルでハロウィン
してる⁉

11月29日まで…
「いい肉の日」
キャンペーンを実施中！

中央区　電話 35−2045髙橋薬局

滝澤ひびきくん
（久慈市・６歳）

ワ
ン
ち
ゃ
ん
上
手
だ
ね
！
○広  

大坪楓くん
（久慈市・２歳）

バ
イ
キ
ン
マ
ン
の
色
塗
り
頑
張
っ

た
ね
！
○広  

大坪桜ちゃん
（久慈市・１歳）

ぐ
る
ぐ
る
目
が
回
っ
ち
ゃ
う
○広  

今月は
　鬼束隊員です

→
ビフォーアフター。着任当時はカツラだったんです

今はこんな感じ。自毛です

クイズに答えたら…

黒 毛 和 牛
が当たるかも！

クイズに答えたら…

黒 毛 和 牛
！

詳
し
く
は
店
頭
で
！

中央区   三船製菓  ☎35－2020
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茂石総業  代表 茂石祐次  ☎35−2933

愛車の車検 お気軽にご相談ください。

東北運輸局長指定
民 間 指 定 工 場

電　話 0194ー35ー2216
ＦＡＸ 0194ー35ー2158㈲ナガサワ自工

代車無料���早い�
  安い�

　村からのお知らせなどはこのコー
ナーで行います。皆さんからの情報
もお待ちしています。総務課広聴広
報係（☎ 35−2111）

これまでの合計額　34,954,666円

ふるさと応援寄付金
（10月１日〜10月30日分、125人）

  ■村内の交通事故《10月》
	 人身事故　１件（０件）

	 物損事故　２件（27件）

	 ※（ ）内は１月からの累計

  ■救急車の出動件数《10月》  ６件

  ■飲酒運転検挙状況（県交通安全対策協議会調べ）

	 県内33市町村中ワースト順位…27位
（平成29年8月31日現在）

	 村内の検挙者数《８月》 ０人（０人）

	 県内の検挙者数《８月》 26人（212人）

	 ※（ ）内は１月からの累計

交通安全 対策情報

10月分（敬称略・順不同）

戸籍の窓

お誕生おめでとう（０人）

ご結婚おめでとう（１組）

鬼束　拓哉� 太田名部

渡邊恵理香� 盛岡市

お悔やみ申し上げます（４人）

中上　良子　　堀　　内� 85歳

熊谷　幸三　　堀　　内� 81歳

森子　廣榮　　黒　　崎� 97歳

正路　ヤス　　黒　　崎� 90歳

）

久慈地区法律相談
▶期日…12月13、27日(水)▶時間…
10:30〜15:30▶場所…久慈市役所▶問
い合わせ先…久慈市役所生活環境課

（☎ 0194−54−8003）
多重債務者相談

▶期日…12月７日(木)▶時間…10:00
〜15:00▶場所…久慈市・久慈広域消
費生活センター▶問い合わせ先…同セ
ンター（☎ 0194−54−8004）

くらしとお金の安心相談会
▶日時…12 月20日(水) 10:00〜16:00
▶場所…久慈市・久慈広域消費生活セ
ンター▶問い合わせ先…同センター

（☎ 0194−54−8004）

エイズ・肝炎ウイルス・梅毒・性器
クラミジア検査、骨髄バンク登録

▶日時…12 月12日(火) ①エイズ・肝炎・
梅毒・性器検査：15:00〜18:00 ②骨髄
バンク登録（要予約）：15:00〜18:00

精神保健福祉相談
▶日時…12 月15日(金) 13:30〜（要予
約）

ひきこもり相談
▶日時…12 月18日(月) 14:00〜15:30　
　３件とも、問い合わせ先は久慈保健
所保健課（☎ 0194−53−4987）

久慈保健所での相談

 困っていたら相談を！

６件とも事前に予約が必要です

定 期 無 料 相 談　岩手労働局、岩手労働災害防止団体
連絡協議会は「あなたの安全家族の願
い　年末年始も無災害」をスローガン
に 12 月１日から平成 30 年１月 31
日までを実施期間として「いわて年末
年始無災害運動」を展開しています。
　これから迎える年末年始は、慌ただ
しさに加え、凍結や積雪などの自然要
因も加わり、労働災害のリスクが高ま
る時期となります。凍結路面での転倒、
車両のスリップ事故など冬特有の労働
災害の防止に努めましょう。
　詳細は岩手労働局健康安全課（☎
019-604-3007）まで。

　役場税務出納課では次のとおり臨時
職員（事務補助）を募集します。
▶応募資格…年齢不問。高等学校以上
を卒業した人で、基本的パソコン操作
技術を有する人
▶募集受付期間…平成 29 年 11 月 1
日（水）から平成 29 年 12 月１日（金）
までに履歴書を送付※受付時間は月曜
日から金曜日の８：30 から 17：15
まで。郵便などで送付のものは平成
29 年 12 月１日（金）必着
▶試験日・場所…平成 29 年 12 月 8
日（金）16：00 ～、役場２階小会議
室※日程の都合が悪い場合はご相談く
ださい
▶採否の決定・発表…受験者に平成
29 年 12 月 15 日（金）までに
　応募方法や応募先、雇用条件などの
詳細は役場税務出納課税務係（☎
35-2112）まで。

　労働保険に入っていない会社に、人
が集まるでしょうか？ 11 月１日から
30 日までの１カ月間は「労働保険適
用促進強化期間」です。
　労働保険は「労災保険」と「雇用保
険」の総称で、労働者（パート・アル
バイトなどを含む）を雇っている事業
主は、労働保険に加入する義務があり
ます。
　労働保険の加入手続きなどについて
は、労働保険事務組合（商工団体、事
業主団体など）や社会保険労務士に依
頼することもできます。詳しくは、岩
手労働局総務部労働保険徴収室（☎
019-604-3003）もしくは最寄りの
労働基準監督署、公共職業安定所にお
問い合わせください。

　ハウスのビニールやラップフィルム
などを野焼きや無許可で埋め立てする
ことは、法律で禁止されています。
　久慈地方農業農村活性化推進協議会
では、農業用廃プラスチックの適正処
理のため、回収事業を行っています。
今年度は 11 月 27 日から 12 月１日
までの５日間です。
　回収場所など詳しくはＪＡ新岩手久
慈営農経済センター（☎ 0194−52−
1318）、 役 場 農 林 商 工 課（ ☎ 35−
2115）へお問い合わせ下さい。

　村農業委員会では、農業者年金への
加入を推進しています。農業者年金は
①国民年金第１号被保険者で②年間
60 日以上農業に従事し③ 60 歳未満
の人であればだれでも加入できます。
　積み立て方式の終身年金で、80 歳
までの保証が付きます。税制面の優遇
措置や農業の担い手には特別な支援が
あります。詳しくは村農業委員会（☎
35-2115）まで。

　一般社団法人岩手県母子寡婦福祉連
合会では次のとおり弁護士による相談
会を開催します。離婚や養育費などで
お困りの方はご利用ください。
▶日時…平成 29 年 12 月６日（水）
10：00 ～ 15：00
▶場所…久慈地区合同庁舎２階相談室
　お申し込みやお問い合わせは県北広
域振興局保健福祉環境部（☎ 0194-
53-4982）まで。

　世界人権宣言が採択された 1948 年
12 月 10 日を記念して 12 月４日から
10 日までの１週間を「人権週間」と
定め、次のとおり特設人権相談所が開
設されます。
　地元人権擁護委員（和村淑子さん、
釜谷壽人さん、野田口修さん）が家族
間や近隣関係、学校、職場内などでの
困りごと、登記、地代・家賃、クレジッ
ト・サラ金問題などに関する悩みごと
の相談を受けますので、お気軽にご相
談ください。相談は無料で秘密は守ら
れます。
▶日時…12 月１日（金）　10：00 〜
15：00
▶場所…普代村役場　３階会議室
　お問い合わせなどは役場住民福祉課

（☎ 35−2113）まで。

　
　世界アルツハイマーデーを記念し、
次の日程で記念講演会などを行いま
す。入場は無料で手話通訳もあります
のでお気軽にお越しください。
▶日時…11 月 25 日（土）13：00 ～
16：00
▶場所…普代村社会体育館
　認知症に関わる寸劇や村からの高齢
者施策などの現状報告、基調講演会を
予定しておりますのでお気軽にお越し
ください。お問い合わせなどは役場住
民福祉課（☎ 35-2113）まで。

第 69 回人権週間を実施

ご存じ
ですか ?

農業用廃プラの回収
ご存じ
ですか ?

農業者年金への加入者募集

労働保険適用促進強化期間 いわて年末年始無災害運動

アルツハイマーデー記念講演

　

　卓球バレーとは卓球台を使って

バレーボールのルールで行う「ゴ

ロ卓球」です。

　その場でチームを組むので、１

人でも複数でも気軽に参加できま

す。道具は準備しますのでお気軽

にどうぞ。

と　き…平成 29 年 12 月３日（日）

９:00 ～ 11:00

ところ…久慈市民体育館　会議室

　お問い合わせなどはひばり療護

園（☎ 0194-61-1111）まで。

ひとり親家庭の無料相談

ニュースポーツ！

卓球バレーの講習会

税務出納課で臨職を募集

普代村
中央区まつば時計店 35－2276☎

使いすてコンタクトレンズ 販売

喪中・年賀印刷受付中
12 月８日まで 50％引き！
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12 月のこんなこと、あんなこと

健康ふれあい教室
（黒崎・太田名部）

普代小学校２学期
終業式・普代中学
校 2 学期終業式
固定資産税第３期
納期限／国民健康
保険税第４期納期
限

健康ふれあい教室
（茂市）

はまゆり子ども園
２学期終業式

健康づくりハウス
開館日
健康ふれあい教室

（上区・緑区）

離乳食教室（受付：
12：30 ～ 12：
45、◯保）

２ 歳 児 健 康 教 室
（ 受 付：12：30
～ 12：45、◯保）

２歳６カ月児歯科
教 室（ 受 付：12：
30 ～ 12：45、◯保）

乳児健診（受付：
12：15 ～ 12：
30、◯保）
ブックスタート

健康ふれあい教室
（力持・白井）

健康づくりハウス
開館日

はまゆり子ども
園生活発表会

体育施設無料開放日

天皇誕生日

○保は保健センター
○北は北緯40度野球場
○社は社会体育館
○管は管理センター
○ふはふれあい交流
センター
○診は医科診療所
○Ｂは海洋センター
○はははまゆり子ど
も園

第９回屋内グラ
ウンドゴルフ大
会◯Ｂ

普代村歳末たす
け あ い チ ャ リ
ティー演芸会

赤坂利恵様（白井）斎藤勝様（芦渡）古馬ヤエ子様（中央区）片
座春雄様（黒崎）和村淑子様（中央区）

普代ポイントカード会   普代商工会内　☎35−2132

毎月2,000円の商品券が当たるラッキーチャンス。10月当選
者は以下５名です。

ラッキーチャンス抽選会！　
　満点カードを利用すると自動的にラッ
キー抽選会に参加できます。毎月５名様
に 2,000 円の商品券が当たります。カー
ド裏面に名前・住所（地区名）・連絡先
などをご記入ください。今後もためんび
ゃあカードをご愛顧いただきますよう、
お願い申し上げます。㈲坂下電化センター  TEL 35－2138　

VHS　　ベータ　8㍉ビデオ　  DV
デジタル
ビデオテープ

二人なかよく
幼稚園の遠足

一生心に残る
名勝負…

いっしょうけんめい
がんばった運動会

思い出の
旅行…

DVD-R
ビデオテープをDVDに�　ベータ・8 ミリ・
DVCのテープからもOK�
当店通常価格1枚120分まで1,500円 (税込）

８ミリフィルムもダビングOKです��
価格応談
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（赤口）

（先勝）

（先負）

（先負）

（赤口）

（友引）

（赤口）

（先勝）

（先負）

（仏滅）

（大安）

（先勝）

（仏滅）

（大安）

（友引）

（先負）	

（大安）

（先勝）

（先負）

（赤口）

（先勝）

（仏滅）

普代村役場各課からのお知らせ・話題

　

久
慈
広
域
管
内

の
ご
み
を
処
理
し

て
い
る
ご
み
焼
却

施
設
や
埋
立
処
分

場
が
老
朽
化
に
よ

り
、
あ
と
数
年
で

使
用
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、

施
設
を
少
し
で
も

長
く
使
用
す
る
た

め
に
、
ご
み
の
減

量
化
が
必
要
で

す
。

　

村
で
は
、
可
燃

ご
み
、不
燃
ご
み
、

◆
建
設
水
産
課
か
ら

　

羅
賀
橋
の
架
替
を
行
い
ま
す

◆住民福祉課から

ごみの減量化にご協力を

　

台
風
10
号
で
橋
脚
が
流
出
し
、

車
両
の
通
行
が
不
可
と
な
っ
て
い

た
羅
賀
橋
で
す
が
、
こ
の
ほ
ど
新

し
い
橋
の
架
替
工
事
に
着
手
し
ま

し
た
。
原
状
復
帰
が
基
本
と
な
る

こ
と
か
ら
、
拡
幅
な
ど
は
せ
ず
、

現
在
の
橋
を
取
り
壊
し
、
新
し
い

橋
を
架
け
る
予
定
で
す
。

　

今
後
工
事
に
関
わ
り
、
工
事
車

両
の
通
行
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
報
ふ
だ
い
で
紹
介
し

た
普
代
駅
前
一
号
線
（
沢
山
橋
）

の
橋
げ
た
を
か
け
る
作
業
は
11
月

末
ま
で
の
予
定
で
、
そ
の
間
通
行

止
め
と
な
る
予
定
で
し
た
が
、
作

業
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
通
行

可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
広
報
紙
な
ど
で
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

粗
大
ご
み
、
資
源
ご
み
の
４
つ
に

分
け
て
収
集
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
資
源
ご
み
は
、
缶
類
（
ア
ル
ミ

缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
）、
瓶
類
、
紙
類
、

発
砲
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
５
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

　

可
燃
・
不
燃
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
る
ご
み
の
中
に
は
、
多
く
の
資

源
化
で
き
る
ご
み
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け

れ
ば
資
源
」
を
合
言
葉
に
、
で
き

る
限
り
分
別
し
て
出
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
に
か
か
る
費
用
な

ど
は
、
久
慈
広
域
連
合
を
構
成
す

る
各
市
町
村
が
税
金
の

中
か
ら
負
担
金
と
し
て

支
払
っ
て
い
ま
す
。
ご

み
が
増
え
る
と
、
負
担

金
が
増
え
、
村
の
出
費

も
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
ご
み
の
減

量
化
が
進
め
ば
、
村
の

負
担
金
も
減
り
、
減
っ

た
分
の
税
金
を
教
育
や

福
祉
の
分
野
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご

み
の
分
別
を
再
確
認

し
、
減
量
化
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

上のイラストは資源ごみです。可燃・不燃に混ざっていませんか？

昨年８月の台風 10 号の影響で橋脚が流出した羅賀橋

工事が進む沢山橋。既存の橋は歩行専用の橋として残す予定です

きんちゃん寿司  ☎35－2290
毎週日曜日
毎週日曜日

11/23（木）普代駅観光センター
リニューアルイベント

特選海鮮寿司…1000 えん　 特選海鮮丼…1000 えん

助六寿司　　…500 えん� ※全て税込み

出店し
ます！

（8：00 ～ 12：00）
落 合 産 直 出 店 中！



▼
先
月
号
の
編
集
後
記
で
「
芸
術
の

秋
に
す
る
」
と
誓
い
ま
し
た
の
で
、

今
年
が
ど
の
よ
う
な
秋
だ
っ
た
か
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
▼

ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
、
は
ま

ゆ
り
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
、
村
文
化
祭

に
参
加
な
ど
な
ど
…
。
こ
れ
は
芸
術

の
秋
を
堪
能
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
！
▼
編
集
後
記
が
苦
手

な
自
分
は
書
い
た
ら
ま
ず
隣
の
席
の

人
に
確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。「
参

加
し
た
と
い
う
よ
り
取
材
で
居
合
わ

せ
た
だ
け
じ
ゃ
な
い
？
」
と
一
蹴
さ

れ
ま
し
た
。（
編
集
後
記
は
OK
を
も

ら
い
ま
し
た
）

（
下
道
崚
聖
　)
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		  前月比	 前年比
人　口	 2,784人	 （－１）	 （−43）
  （男）	 1,379人	 （＋１）	 （−８）
  （女）	 1,405人	 （－２）	 （−35）
世　帯	 1,158戸	 （＋２）	 （－３）

人口と世帯 10月末現在

　第 24 回北緯 40 度はまゆりマラソン大会が 10 月 28 日、自然休養村管理センター
を発着点に行われ、幼児から大人までの約１９０人の参加者がスポーツの秋に健脚を
競いました。同大会には普代小・中学生も全校で参加したほか、元プロサッカー選手
の秋田豊氏も参加し、児童生徒と一緒に走り大会を盛り上げました。同大会は親子の部、
小学校低学年男女の部、同高学年男女の部、中学校男女の部、一般の部男女（高校生
以上）の９部門に分かれて実施。各部門での成績は下表のとおりです。 第 24 回北緯 40 度

はまゆりマラソン大会

親子の部　１㎞
１位 鎌倉　愛乃・亜紀子 5分 34 秒 旭　日　区
２位 菊池　夢翔・祐史 6分 06 秒 中　央　区
３位 伊藤　駿成・晶子 6分 07 秒 旭　日　区

小学校低学年の部（男子）　１㎞
１位 道下　瑚人 4分 10 秒 普代小２年
２位 澤　　亮成 4分 14 秒 村外小学校
３位 赤坂　将輝 4分 21 秒 普代小２年

小学校低学年の部（女子）　１㎞
１位 坂上きらり 4分 47 秒 普代小２年
２位 前川　優菜 4分 52 秒 普代小３年
３位 佐々木美祐 4分 53 秒 普代小２年

小学校高学年の部（男子）　2㎞
１位 上神田瑛太 7分 34 秒 普代小５年
２位 野田口太希 7分 36 秒 普代小５年
３位 下舘　健太 7分 57 秒 村外小学校

小学校高学年の部（女子）　2㎞
１位 岩﨑　彩花 7分 49 秒 村外小学校
２位 太田　知里 9分 04 秒 普代小５年
３位 日向　美悠 9分 09 秒 普代小５年

中学生の部（男子）　4.2195㎞
１位 赤坂　誉基 15 分 24 秒 普代中３年
２位 鎌倉　　蓮 15 分 34 秒 普代中２年
３位 岩﨑　椋馬 16 分 08 秒 村外中学校

中学生の部（女子）　4.2195㎞
１位 道下　歌乃 19 分 00 秒 普代中１年
２位 中田　茉帆 19 分 43 秒 普代中２年
３位 菅野　　凜 19 分 46 秒 普代中３年

高校生以上一般の部（男性）　4.2195㎞
１位 野月平　淳 16 分 18 秒 矢巾町
２位 新屋　一郎 16 分 47 秒 普代村
３位 三浦　史雄 17 分 35 秒 洋野町

高校生以上一般の部（女性）　4.2195㎞
１位 岩﨑　聖子 19 分 06 秒 久慈市

三船教育長の合図で一斉にスタートした高学年の児童
ゲストの秋田さんは全
部門を走りきりました

中学校男子の部１位の
赤坂誉基君

親子の部では鎌倉親子
が１位！

小学校低学年男子の部
１位の道下瑚人君

スーパーマリオ？もゲ
ストで参加！中学生以上は４,2195㌔㍍を走ります

【 大 会 結 果 】


